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PALSAR干渉処理を用いた中央カリマンタンに於ける泥炭層の地盤沈下と温暖化ガ
ス発生量の推定
Estimation of the peatland subsidence and Green-house-gas emissions at the Central
Kalimantan using the PALSARInSAR
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全世界で進行している森林減少は大気中の二酸化炭素の増加を増長し、化石燃料の燃焼に伴うそれの３分の一と大き
い。インドネシアは、森林減少のみならず泥炭層の沈降に因る温室効果ガスを発生しており、両者はほぼ拮抗した量に
なっている。泥炭層の沈降量の面的な計測は SARの干渉処理を用いる方法が候補の一つであり、いくつかの誤差要因は
あるものの、地上データとの照合により GHGの発生量を定量的に計測できる方法といえる。本研究は、２００７年以
降、中央カリマンタンのパランカラヤを中心とした地方をテストサイトとして、自然森林、再生林、農地毎に沈降量を
計測し、その沈降速度とGHG発生量との関係から、領域に於ける発生量を計測したものである。沈降量の計測精度に関
しては、３カ所に於ける沈降量の計測精度の平均値として２．１８ cmを得、テストサイトの沈降状況が良い位置を見せ
ることがわかった。Fig.1は SARで計測した沈降量と地上データの比較結果である。
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